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論文内容の要旨
我が同では、第二次大戦後の復興期から高度経済威長期にかけての都市の急速な拡大に対応して、全国
一律のマニュアルや技術基準の下に都市計画や事業が実施されることが多く、その結果全国に同じような
街#みや景観が生まれている。都市の拡大が収点した現夜、それぞれの地域同有の特性を生かした魅力と
個性のある地域デザインが求められている。
本研究は、都市部に限らず農山村をも対象とし、地域を一つの全体性と継続性をもっ存存ととらえこれ
に関わる文化的脈絡を地域の文脈と定義し、地域の文脈を的確に把握し継承することにより魅力と個性の
ある地域デザインが狩野であると仮説し、この仮説を、①既成市街地の再整備、②シンボル道路沿道景観
整備、③新都市開発計画、④地方小都市の綜合計画、の4つの地域デザイン実践事例を通じ、て検証したも
のである。
第 I章は、地域デザインに関する定義と先行研究のレビューを行ない、本研究の意義と位置づけを明ら
かにするとともに、地販の文脈は「地域コミュニティJ r 地域資源J r地域の課題と目標J r地践づくり
計両情報J r地域の沿革」の5要素から構成されること及びこれを用いた地蹴デザインプロセスを仮説し
ている。
第2章は、阪神大震災で大きな被害をうけた酉宮市森具地区の土地区画整理事業による復興まちづくり
の実施において、従前IU集落の街並み・六甲山を望む景観を生かして新しい街並みがデザインされ、伝統
的な向治会の組織力がこれを推進したことを検証している。
第3主主は、中国上海市シンボル道路の南京西路沿道景観整備設計の日中共同研究において、文化財静安
守と両方インドから伝わった石柱、市民に親しまれている静安公園の樹木などの地域資神、をモチーフにし
たデザインが評価されるとともに、 部沿道において地峡関係者の参加によるデザインの選択と事業が実
施されたことを検証している。
第4章は、宝塚市北部の農山村地域を対象とする新都市開発計画において、地域コミュニティ、地域資
源、地域の課題と目標、地域づくり計画情報、地域の沿革の各調査項目を明らかにし、これを活用した地
域デザインプロセスを示している。
第5章は、兵庫県温泉町の総合計画策定にあたり、住民アンケートを行ない、 I也械の向然、生活環境、
歴史文化環境、郷土景観など地峡資源に関わる住民各階層の詳価構造を明らかにすることにより、総合計
画策定における地域デザインの基礎的柔材を得ている。
第6単は、第2主主~第5章の検証の結果得られた知見をまとめるとともに、これに基づいて、地域の丈
脈に関する調査項目・表現方法、地域の文脈を継承する地域デザインのプロセスなどの「地域デザインの
ための地域の文脈の抱握と継承に関する実践的方法j の提案をまとめている。
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論文審査の結果の要旨
地域は、地形・水系・気象・植生などの自然、条件を基盤とし、人々がその自然に働きかけて営んできた
諸活動が歴史的に蓄積されて、それぞれに異なるその地域固有のかたちとそれを支えるソフト、すなわち
地域桐性を形成している。都市化のーー段洛した現在、全国一律でない個性的で魅力ある地域づくりや地域
デザインが強く求められているが、本論文は、地域個性を生かした計画手法について、 「地域の文脈の把
握と継承」という視点、から論考し、それを実践事例に則して論及し提案したものである。
まず、地域の文脈を地域にひとつの全体性・継続性をもたらす文化的脈絡と定義し、これにより 5つの
構成要素を提示している。さらに各構成要素についての具体的な把握の方法・表現の方法を示し、それを
用いた地域デザインの計両プロセスを提案している。この地域の文脈の定義と計画ープロセスを、異なった
局面の4つの地域デザイン実践事例を通じてそれぞれ具体的かつ詳細に提示している。
従来から、地域に関わるプランナ一、デザイナーは、地域の文脈すなわち地域のコンテクストを読み込
む作業を行っているが、その方法は個別的なものにとどまりそれを地域デザインに生かす道筋も恋意的な
傾向があったのに対し、本論文は誰もが適用可能な!各'観的な計画手法として構築することを意|刈したもの
であり、特に具体的な実践事例において体系化を行っていると評価できる。
パリのエッフェル嬬のように地域の文脈を超起したデザインが新しく重要な地域の文脈となるケースも
あるのではないかとの反論も試みられたが、この例も地域の文脈の把握と継承という視点の重要性、有効
性を減じるものではない。
都市や地域のデザイン分野における計画手法は、デザイナーの感性に頼る部分が多いことは否めず、誰
もが使える客観的な手法を論及することが困難視されることが多い中で、本論文はこの分野における意欲
的かっ重要な成果を挙げており、都市デザイン、都市計画分野の手法の発展に寄与するところが大きい。
よって、本論文の有者は博士(工学)の学位を授守される資格があると認める。
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